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７
月
４
日
、
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、「
第
３４
回
定
期
大
会
」を
開
催
し
た
。
各
議
案
の

提
起
、
質
疑
を
経
て
、
議
案
採
決
の
議
決
数
確
認
を
行
い
、

満
場
一
致
で
全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

な
お
、
今
定
期
大
会
に
お
い
て
４
年
間
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
を
最
前
線
で
牽
引
さ
れ
た
尾
内
裕
昭
氏
が
退
任
し
、

新
た
に
鎌
田
中
央
執
行
委
員
長
に
バ
ト
ン
が
手
渡
さ
れ
た
。

今
回
決
定
し
た
運
動
方
針
に
基
づ
き
、
組
合
員
全
員
参

画
で
組
織
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る
べ
く
、中
期
目
標「
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒

２
０
２
７
」
に
基
づ
き

８
年
目
の
取
り
組
み
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

の
組
合
員
は
、新
幹
線
・
在
来
線

と
も
に
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
取
り
組
み
、
大
阪
・
関
西

万
博
開
催
に
伴
う
旺
盛
な
輸
送

需
要
に
も
応
え
続
け
て
い
る
。

中
央
新
幹
線
に
お
い
て
は
、
沿

線
各
地
で
工
事
が
本
格
化
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
困
難
に
直

面
す
る
中
、
粘
り
強
い
対
応
に

よ
り
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら

着
実
に
計
画
を
前
進
さ
せ
て
き

た
。
足
元
に
お
い
て
堅
調
な
ご

利
用
状
況
は
続
い
て
お
り
、
２

０
２
４
年
度
決
算
で
は
過
去
最

高
水
準
の
増
収
・
増
益
を
達
成

し
た
。
こ
れ
は
、
鉄
道
及
び
医

療
職
場
の
最
前
線
で
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
保
と
い
う
社
会

的
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
組
合

員
一
人
ひ
と
り
が
使
命
感
を
持

っ
て
職
務
に
精
励
し
た
成
果
で

あ
り
、
こ
の
間
の
皆
さ
ま
の
ご

尽
力
に
対
し
、
心
か
ら
の
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

激
動
の
時
代
に
あ
る
今
日
、

私
た
ち
は
中
期
目
標
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒
２

０
２
７
」
を
羅
針
盤
と
し
て
携

え
な
が
ら
、
常
に
組
合
員
の
声

を
出
発
点
と
し
、
運
動
の
針
路

を
確
認
し
な
が
ら
着
実
に
歩
を

進
め
て
き
た
。

社
会
変
容
の
ス
ピ
ー
ド
に
適

応
す
べ
く
、
臨
機
応
変
な
舵
取

り
が
求
め
ら
れ
る
が
、
私
た
ち

が
組
織
と
し
て
大
切
に
し
て
き

た
価
値
観
を
損
な
っ
て
し
ま
え

ば
、
存
在
意
義
自
体
を
見
失
い

か
ね
な
い
。
取
組
み
の
第
一
歩

は
、
や
は
り
組
合
員
一
人
ひ
と

り
と
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ

と
。
声
な
き
声
に
耳
を
傾
け
、

言
葉
の
裏
側
に
秘
め
ら
れ
た
想

い
を
感
じ
取
り
、
運
動
に
反
映

し
て
い
く
と
い
う
「
当
た
り
前

の
営
み
」を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

変
化
に
立
ち
向
か
え
る
だ
け
の

し
な
や
か
な
組
織
力
が
生
ま
れ

る
。激
動
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

労
働
組
合
の
責
務
も
、
存
在
意

義
も
、
可
能
性
も
よ
り
一
層
大

き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
共
有
し
た
い
。

本
日
、
私
た
ち
は
中
期
目
標

「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ

Ｅ

⇒

２
０
２
７
」に
基
づ
き
、

８
年
目
の
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
。
３
つ
の
運
動
領
域
の
土

台
と
な
る
の
は
、
「
健
全
で
強

固
な
労
使
関
係
」
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
Ｊ
Ｒ
発

足
後
の
期
間
が
国
鉄
の
存
続
期

間
を
超
え
た
今
こ
そ
、
「
将
来

宣
言
」
に
謳
わ
れ
る
労
使
関
係

の
重
要
性
を
、
体
現
し
て
い
く

決
意
を
表
明
す
る
。

「
安
全
の
確
立
」に
つ
い
て
、

鉄
道
・
医
療
事
業
を
担
う
私
た

ち
に
と
っ
て
、
安
全
は
労
使
共

通
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
２
０
２
４
年
に
は
高

塚
駅
構
内
で
発
生
し
た
関
係
会

社
作
業
員
の
触
車
死
亡
災
害
を

は
じ
め
、
感
電
・
墜
落
等
の
重

大
労
災
が
相
次
ぎ
、
待
避
不
良

も
散
発
し
て
お
り
、
課
題
は
山

積
し
て
い
る
。
事
故
・
労
災
の

撲
滅
に
向
け
て
、
分
会
が
主
体

と
な
っ
て
安
全
衛
生
活
動
の
充

実
を
図
り
、「
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
」

を
活
用
し
な
が
ら
安
全
感
度
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
組
織
の
活
性
化
」
に
つ
い

て
、
「
み
ん
な
で
ア
ク
シ
ョ

ン
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

全
員
参
画
の
組
織
運
営
を
推
進

し
て
い
く
。
執
行
委
員
会
を
軸

に
、
組
織
状
況
報
告
書
を
活
用

し
、
課
題
の
可
視
化
と
共
有
を

進
め
る
。
ま
た
、
青
年
委
員
会

及
び
ユ
ー
ス
組
合
員
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
体
制
も
強
化
し
て
い

く
。
時
代
・
世
代
・
価
値
観
の

変
化
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
べ

く
、
役
職
員
、
組
合
員
の
負
担

を
軽
減
し
つ
つ
、
組
織
強
化
に

資
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築

し
、
よ
り
労
働
組
合
ら
し
い
取

組
み
に
注
力
で
き
る
よ
う
な
環

境
整
備
に
つ
い
て
も
推
進
す

る
。
組
合
活
動
に
関
す
る
情
報

の
展
開
や
共
有
の
あ
り
方
を
見

直
す
こ
と
で
、
す
べ
て
の
運
動

領
域
に
前
向
き
な
変
化
を
も
た

ら
し
、
運
動
全
体
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
く
。

「
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

の
実
現
」
に
つ
い
て
、「
ハ
ー
ト

フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

⇒

２
０
２
７
」
を
掲
げ
、
親
し

み
や
す
い
会
社
を
め
ざ
し
て
労

使
で
議
論
を
重
ね
て
き
た
。「
新

し
い
人
事
・
賃
金
制
度
等
」
の

見
直
し
や
「
育
児
・
介
護
・
治

療
・
転
勤
に
係
る
制
度
の
見
直

し
」
に
つ
い
て
、
成
果
を
引
き

出
し
た
も
の
の
、
制
度
の
定
着

や
残
さ
れ
た
課
題
の
整
理
に
向

け
て
、
会
社
と
は
引
き
続
き
議

論
を
継
続
し
て
い
く
。
全
職
場

総
対
話
行
動
で
集
め
た
組
合
員

の
声
を
、
精
緻
に
整
理
・
分
析

し
た
上
で
、
あ
ら
ゆ
る
労
使
協

議
に
反
映
し
て
い
く
。
ま
た
、

交
渉
に
お
け
る
主
張
の
根
拠
と

す
べ
く
活
用
し
て
い
る
「
賃
金

実
態
等
調
査
」
に
つ
い
て
、
実

施
方
法
を
変
更
す
る
予
定
で
あ

る
。
各
級
機
関
と
丁
寧
に
調
整

を
図
り
、円
滑
に
進
め
て
い
く
。

７
月
３
日
に
は
、
第
２７
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
が
公
示
さ

れ
た
。
中
央
新
幹
線
計
画
、
災

害
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
、
獣

害
、
運
賃
制
度
と
い
っ
た
労
使

だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
社
会

的
課
題
に
対
し
、
政
治
の
力
は

や
は
り
必
要
で
あ
る
。
推
薦
候

補
者
の
勝
利
に
向
け
て
、
組
織

一
丸
と
な
っ
た
取
組
み
を
要
請

す
る
。

本
定
期
大
会
は
次
期
中
期
目

標
の
策
定
を
見
据
え
る
重
要
な

一
歩
で
あ
り
、か
つ
、役
員
交
代

の
節
目
で
も
あ
る
。
人
は
変
わ

っ
て
も
、
「
ユ
ニ
オ
ン
魂
」
は

不
変
で
あ
る
。
次
期
体
制
の
下

で
も
、
「
み
ん
な
で
ア
ク
シ
ョ

ン
！
」
の
旗
を
掲
げ
、
す
べ
て

の
組
合
員
が「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー
ム
」

と
な
っ
て
力
強
く
前
進
し
て
い

こ
う
。

尾
内
中
央
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ�
要
旨
�

第３４回定期大会スローガン

「ＵＮＩＯＮ ＦＵＴＵＲＥ ⇒２０２７」を基軸に

組織の変化を強化につなげ

将来にわたる組合員・家族の幸せを実現しよう！

満満
場場
一一
致致
でで
運運
動動
方方
針針
をを
決決
定定
！！

鎌
田
新
体
制
の
も
と

�
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ

⇒

２
０
２
７
�

８
年
目
の
取
り
組
み
が
ス
タ
�
ト
！
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